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1．学習塾研究の現状並び に本研究の 目的

　現在我が国には，おびただ しい 数の 学習塾が

あり，小中学生だけで約 360 万人の 子どもた ち

が通 っ て い る   。長い 間その学習塾は，学校教

育の不足，受験競争 へ の不安を逆手に取 っ た必

要悪 と して糾弾 され，正統な学校教育とい う領

域を侵犯する規格外 の 教育で あ る との 印象を強

めて きた。それで も近年は，学習塾が公 立学校

の課外授業等に 関与 し連携する な ど  ，
一
部で

はあるが必ず しも学校対学習塾 とい う対立軸だ

けで捉えられない状況も呈し て い る。開業や運

営方法に規制の ない，民間な らで はの制度的不

完全性   と裏腹に ，その 民間で あるがゆえに持

ち うる，自由な発想の もとに組み立 て られ て い

る学習塾の 諸活動の持つ 本質性に学ぶべ き点は

少なくない。に もか か わ らず，管見に よ る限り

体系的な学習塾研究はすこぶ る少ない   。

　本研究で は 以上 の よ うな問題 関心 を踏まえ，

学習塾 にお ける教授過程 とりわけ雑談に着 目し，

雑談の 有無や頻度とともにそ の 有用性，それ ら

か ら垣 間見える講師と塾生 の 相互作用 の 有り様

につ い て検討す る。 そ の 上 で 学習塾にお い て も，

学校同様学習指導だけで はな い 多様な講師 ・塾

生間の イ ン タラクシ ョ ン が存在する こ とを明ら

かにす る 。

2．先行研究と学習塾における雑談

　家本（1999）に よれ ば，「雑談は 「ひ まつ ぶしだ」

として軽視する教師がい る。
「ひまつ ぶ し」 も，

けっ して否定的にとらえて はな らない 。そ こ で

っ ちかわれ るもの は い くらで もある 。 （中略）子

どもとの 雑談能力は教師の 基礎学力で ある」 と

い う。 教師に とっ て子 ども との 雑談は ， 彼 ら彼

女らとの 関わ りにお い て積極的意味を持っ もの

と考えられ て い る 。 また 田崎（1981）は ， 勢力資

源（resourse 　of　power）とい う概 念をもとに ， 雑

談を含む教師の教育活動が学級 の 雰囲気の 育成

や学習適応 にも影響を与 え，そ の 結果 ， 児童 ・

生徒の 学校適応感の 決定要因 となっ て い る こ と

を指摘 し て い る 。 他方 ， 児童 ・生徒側 の 持つ 学

校享受感 に関す る因子 分析 をした小林 ・仲田

（1997）によると，
「先生は ， 興味の あるお も し ろ

そ うな話を して くれ るか ら」 や 「先生の言 うこ

とに 「な るほ ど」と思 うか ら」とい っ た理 由で ，

教師 と子 どもとの 相互作用 が明朗性や仁瀬 性 ・

同
一

化 とい っ た因子 に促進的に働くとい う。 同

じく生徒側 の 持つ 被影響感につ い て速水（1998 ）

に よれ ば， 学校の教師の 雑談は生徒に とっ て 「先

生へ の 好感度，信頼度，コ ミュ ニ ケ
ー

シ ョ ン 度

との 正 の有意な関係がみ られ」る場合がある
一

方で ，自慢話や放談 とい っ た負 の 側面も観察さ

れ るとい う。雑談に限定 して い るわけではない

が，長沼 ・庄 司（2004）は ， 生徒が教師か ら受け

る被影響感を，  「自己意識 ・自己実現へ の 影

響」，  「不信感形成へ の影響」，   「学習面 へ

の影響」，  「将来展望 へ の影響」，  「教師 へ

の視点の変化」，  「教師の 理想モ デル 化 へ の影

響」 の 6 類型 に分類，提示 して い る 。

　学校で み られ る こ の よ うな教師と生徒間の 相

互作用 ， 就中雑談は ， 果た して学習塾 の 授業の

場で観察され るの であろ うか 。

　（社）全 国学習塾協会   の 設立 20 周年記念大

会で，「子 どもたちが語 る私 たち の塾」 と題 して

発表 した中 3年生 の N さん による と ，
「（入塾前

は）塾な ど勉強ばか りで 少 しも楽 しくない 苦痛

の 場 で しかな い と思 っ てい ま した 。 しか し，
こ

の 塾 と出会い ，私の 考え方は 180
°

変わりまし

た 。 （中略）言 うこ とは厳 しい しなかなか ほめて

くれ ない 先生ですが ， そ の 厳 しい 言葉の 中にも

私たちへの 期待や愛情が こ め られて い る の が感

じられます 。 」（カ ッ コ 内筆者注）とい う。 も うひ

とりの 塾生 S さんは ，
「こ の塾に入 っ てい い な

あ と思 っ た点が（中略）そ の 授業に関連 した社会

で の 状況や身近なこ とを話 し て くれ る こ とで

す。 」 と述べ てい る。学習塾には ， 学校同様教科

学習に止 まらない 講師 ・塾生問の 相互 作用が あ

るもの と推測され る。

3．調査の結果と考察

　上述し た 目的と先行研究を踏まえて筆者は ，
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北海道か ら福岡県に所在する大小 15 塾の塾生

を対象と した質問紙調査 （n ＝ 1292）と，そ の うち

の 4 塾にお い て フ ィ
ール ドワークを実施した。

　質問紙調査の結果，学校 と学習塾で の雑談が

「よ くある」 （回答 1），「ときどきある」 （回答

2）と回答 した塾生 は合計で それぞれ 84％，79％

で あっ た（図 1 参照）。
一

般に，学習塾 の授業時

間数や滞留時間が学校の それに比較 して少ない

こ とを考え る と，学習塾 で の雑談が学校 とほ ぼ

同程度の頻度 として 塾生達に認識 されて い る こ

とは 注目され る。

図 1 雑談の 皺

　他方 ， 学習塾におけ る雑談 の 有用性 につ い て

は ，
「学習面へ の 影響」 を意図した と思われ るも

の を中心 としなが らも多様な雑談が されて い る

こ と ， そ して 塾生らに よるそれ らに対す る評価

は，学校を超える高い もの であることが判明 し

た 。 ただしそ の 高い 評価とは ，

一
般に学習塾が

期待 され る学習面に関するも の が多い ためと考

えられ る 。 すなわち ， 学習塾は評価の 対象と し

て可視化 されやすい
，

い わば即時性の 高い 学習

面に関する雑談を ， 意図的に ， 場 合に よっ ては

迎合的に して い る可能性がある。こ の 点で ，学

習塾の 雑談が学校の雑談よ りも優れて い る と即

断するこ とには注意が必要で ある。

〈注〉

（1）総務省 「事業所統計調査報告」 2006 年版に

　　よ る と
， 学習塾は全 国に 51

，
625 塾ある。

　　また，文部科学省 「学校基本調査」 2009

　　年度版 と同省 「子 どもの 学校外で の学習活

　　動に 関する実態調査報告」2008 年版による

　　と，小学生 7
，
063

，
606 人の うち 25．9％，中

　　学生 3
，
600

，
323 人の うち 53．5％の 児童 ・生

　　徒が通塾 して い る。

（2）全 国私塾膚報セ ン ター編 『学習塾 白書 2008

　　一2009』による。

（3）学習塾の開業 ・
運営に際しては ， 許認可 ，

　　届出等は必要ない
。 関連法規も，特定商取

　　引法や消費者契約法 などの
一

部に契約（入

　　退塑 に関する規定があるの み で あ る。

（4＞ 「体系的」 研 究とは ， 学習塾の 歴 史 ， 教育

方法，病理的側面などに つ い て ， 学校研 究

と同程度の 質・量で され て い る ことを想定

し て い る 。 例えば， 稲村 ・小川（1982），深

谷（1985），国立教育研 究所（当時）（1987），結

城・佐藤橋 迫（1987），新井（1990）な ど，20

年以上前の 「体系的」研究を参照 できるが，

近年は ほとん ど見 あた らない
。

（5）昭和 63 年に通商産業省（当時）に よっ て 認可

　　された公 益法人 。 本部は東京都豊島区。
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※質問紙調査，フ ィ
ー

ル ドワ
ー

ク の 調査方法，

　及び得られた他の データ と詳細な分析に つ い

　て は，当 日配 布する資料を 参照 され た い 。
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